
ＫＩＴ学術成果コレクション

○平成１８年度： ＩＲの構築（DSpace）
美術工芸資料館所蔵のポスター登録、仮公開

○平成１９年度： 上記ポスターの追加登録
村野藤吾建築設計図面集の登録、本公開

○平成２０年度： 紀要論文、学術論文、学位論文、研究成果報告
など各種論文の登録を開始

○平成２１年度： 評価基礎ＤＢとシステム連携し、論文毎に教員の
リポジトリ登録希望を確認できるシステムを作成

「ケルムスコット・プレス設立主意書（巻頭見開）」

ウィリアム・モリス 著 1898年

「ハンガリーの陶器（鉢）」京都高等工芸学校図案科の教材・標本と
して購入・収集された陶器

「中澤岩太博士像」浅井 忠

1903年京都高等工芸学校初代校長

「匹田縫（裂）、菊松竹梅

に宝尽くし縫：

黒地斜格子に菊模様小袖裂」

http://repository.lib.kit.ac.jp/dspace/index.jsp
＜美術工芸資料館の紹介＞
美術工芸資料館は1980年学内共同教育研究施設として設立され、本学前

身の京都高等工芸学校創設時(1902年)から教材として収集してきた資料を所
蔵し、所蔵資料について教育研究を行い、さらに展示を目的とする施設です。



リポジトリと評価基礎ＤＢとのシステム連携概念図

情報課（図書館）

③著作権処理  Ａ教員 メタデータ↓

　　論文ｃ （著者名）

④コンテンツ登録処理 （ﾊﾝﾄﾞﾙ番号）

（研究者総覧当該教員ページへのＵＲＬ付与） （教員URL）

　：
⑤登録結果、ハンドル番号等入力 ② 論文閲覧

　論文検索 　　⑥
②登録許可情報の把握 研究者総覧表示用ＤＢ 　    　　⑤ 　　　 ①

(閲覧、リスト） 　　　　　　閲覧者（学内外）

＜教員ＵＲＬ＞

 ﾘﾎﾟ登録可否FLG参照  Ａ教員 表示項目↓ 研究者情報閲覧

　　論文ｃ （ﾀｲﾄﾙ） 　　③
　教員へ個別に照会をすることなく 　　⑦評価基礎ＤＢ更新 （ﾊﾝﾄﾞﾙ番号）

　登録の意志を確認することが可能 　　　（ハンドル番号一括付与） 　： 　研究者情報検索
　となった。 　： 　　　　④

リポジトリ→研究者照会

研究者照会→論文フルテキスト
（Ａ教員）

業績データ入力

 Ａ教員 保有項目↓

①業績単位にリポジトリ登録の可否（ＦＬＧ）のみ入力（入力必須項目） 　　論文ｃ （ﾀｲﾄﾙ）

入力ガイダンスで必要な項目 　：
評価基礎ＤＢシステム 　・可から否への変更禁止           （ﾘﾎﾟ登録可否FLG)

　・出版社・学協会等のポリシーにより登録できないケースもあること 　　　　　（ﾊﾝﾄﾞﾙ番号）

　・可の場合は、別途図書館から照会があること

リポジトリＤＢ

⑥日々更新

評価基礎ＤＢ
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